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ビ
ジ
ョ
ン
の
方
針
を
受
け
、成
羽
、

川
上
、
備
中
地
域
で
運
行
し
て
い
る

医
療
・
へ
き
地
医
療
バ
ス
、
福
祉
バ

ス
、
有
償
バ
ス
を
、　

月
１
日
か
ら

１０

「
生
活
福
祉
バ
ス
」と
し
て
運
行
し
ま

す
。
こ
の
バ
ス
に
は
誰
で
も
乗
車
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
運
行
路
線
は
お
お
む
ね
現

行
の
ま
ま
維
持
し
ま
す
が
、
路
線
バ

ス
等
の
接
続
を
考
慮
し
て
、
一
部
変

更
し
て
い
ま
す
。

〈
料
金
と
経
過
措
置
〉

　

成
羽
、
川
上
、
備
中
地
域
等
で
運

行
す
る
生
活
福
祉
バ
ス
の
乗
車
料
金

は
、
定
額
大
人
３
０
０
円
、
小
人
１

５
０
円
と
な
り
ま
す
。
経
過
措
置
と

し
て
、
廃
止
前
の
「
高
梁
市
成
羽
へ

き
地
医
療
バ
ス
運
営
に
関
す
る
条

例
」
と
「
高
梁
市
成
羽
医
療
バ
ス
運

行
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
乗
車
資

格
が
あ
る
人
は
、
半
額
の
１
５
０
円

（
小
人　

円
）
と
し
ま
す
。

７０

　

ま
た
、
廃
止
前
の
「
高
梁
市
川
上

福
祉
バ
ス
運
行
条
例
」
に
よ
り
運
行

し
て
い
る
路
線
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
２
０
０
円
（
小
人
１
０
０
円
）

と
し
、
い
ず
れ
も
、　

年
３
月
ま
で

２０

の
措
置
と
し
ま
す
。

〈
各
地
域
の
路
線
〉

【
成
羽
地
域
】

　

吹
屋
線
に
つ
い
て
は
、
下
坂
本
を

起
点
と
し
ま
す
。
こ
の
延
長
区
間
に

停
留
所
を
４
カ
所
（
図
①
）、
宇
治

地
域
に
６
カ
所
（
図
②
）
の
停
留
所

を
新
設
し
ま
す
。
ま
た
、
福
松
線
、

畑
上
線
に
つ
い
て
も
、
日
名
口
に
停

留
所
（
図
③
）
を
新
設
し
ま
す
。

【
川
上
地
域
】

　

現
行
の
路
線
と
停
留
所
を
使
用
し

ま
す
。

【
備
中
地
域
】

　

ダ
ム
湖
沿
い
の
ル
ー
ト
を
廃
止
し

て
、
ふ
る
さ
と
農
道
経
由
と
し
、
ま

た
路
線
バ
ス
と
の
接
続
を
考
慮
し
て

起
点
を
川
合
バ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
農
道

の
区
間
（
図
④
）
と
、
川
合
バ
ス
セ

ン
タ
ー
ま
で
の
延
長
区
間
（
図
⑤
）

に
そ
れ
ぞ
れ
８
カ
所
の
停
留
所
を
新

設
し
ま
す
。　
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【
路
線
バ
ス
】

　

現
在
市
内
に
は
、　

の
路
線
が
あ

４４

り
ま
す
が
、利
用
者
の
減
少
に
よ
り
、

そ
の
維
持
の
た
め
の
補
助
金
が
増
加

し
て
お
り
、
昨
年
度
は
８
８
０
０
万

円
で
し
た
。

　

中
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
路
線
バ
ス

に
対
す
る
財
政
支
援
は
、国
・
県
制
度

の
枠
内
で
維
持
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
が
、
乗
車
密
度
、
乗
車
人
員
な
ど

が
極
め
て
低
い
不
採
算
路
線
な
ど

は
、支
援
の
あ
り
方
を
見
直
し
ま
す
。

　

特
に
、
市
単
独
で
補
助
し
て
い
る

８
路
線
の
う
ち
、
通
学
な
ど
に
影
響

の
な
い
路
線
に
つ
い
て
は
早
急
に
見

直
し
を
し
ま
す
。

【
生
活
福
祉
バ
ス
】

　

生
活
福
祉
バ
ス
は
、
路
線
バ
ス
が

対
応
で
き
な
い
部
分
を
補
完
す
る
交

通
手
段
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
が
、
乗
車
密
度
、
乗
車
人
員
な

ど
が
極
め
て
低
い
不
効
率
な
路
線
は

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
交
通
手
段
】

　

デ
マ
ン
ド
型
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
そ

の
他
の
交
通
手
段
に
つ
い
て
も
、
一

層
の
利
用
促
進
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
に
適
し
た
交
通
体
系
と
な
る
よ
う

に
随
時
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

バ
ス
を
中
心
と
し
た
公
共
交
通
機

関
は
、
暮
ら
し
の
利
便
性
や
快
適
性

を
確
保
し
、
市
民
生
活
を

支
え
、
新
た
な
交
流
・
連

携
を
つ
く
り
、
地
域
を
発

展
さ
せ
る
基
盤
と
し
て
、

確
保
・
展
開
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、路
線
バ
ス
、

生
活
福
祉
バ
ス
等
の
利
便
性
を
高

め
、
利
用
し
た
く
な
る
快
適
な
交
通

手
段
と
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
市
民
、
事
業
者
、
行
政
等
が
連

携
し
、
利
用
促
進
を
図
る
な
ど
、
地

域
の
生
活
交
通
と
し
て
守
り
育
て
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
市
民
係
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２
５
４
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今
後
の

交
通
体
系
の
見
直
し


